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-
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-
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'
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-
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∵
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∴

っ
蝣
・
t
i
^
l
H
C
エ
i
-
¥
¥
j
i
-
'
-
V
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'
-
.
,
'
.
J
一
・
=
.
∴
,
A

つ
み
と
ら
れ
て
も
ふ
ま
れ
て
も

上
に
石
を
の
せ
ら
れ
よ
-
と
も

:
^
V
r
i
-
v
r
-
1
申
し
て
i
/
∵
.
1

.
㍉
二
∴
蝣
¥
.
蝣
"
_
-
J
,
.
'
.
r
蝣
"
l
-

人
に
た
た
か
れ
よ
-
那

∴
∴
∴
「
・
'
.
Z
.
J
.
x
1
.
'
・
'
-
-

私
は
そ
の
苦
し
さ
そ
の
つ
ら
さ
に
も

た
,
.
_
;
-
(
,
＼
∴
∴
い
る
r
J

L
一
十
、
一
二
　
し
　
　
工
へ
ー
"
蝣
/
,
 
'
-
<
-
r
-
.
‥
.
し
/
A
.
∴
,
(
.

<
w
c
ォ
ま
)

「
富
士
山
」
の
学
習
が
終
っ
て
'
あ
た
く
し
は
生
徒
た
ち
の
学
習
ノ
ー
・
L
を

掟
甲
蝣
Y
j
i
∴
r
J
そ
し
て
N
上
い
.
-
j
-
-
 
'
-
 
'
-
 
'
j
r
*
-
-
ト
に
こ
の
よ
う

‥
,
-
・
.
J
y
-
v
C
;
-
:
八
一
=
.
口
】
-
」
∵

詩
の
鑑
笠
の
次
に
や
っ
て
-
る
も
の
は
'
詩
の
創
作
で
あ
る
が
'
そ
れ
を
生

徒
の
す
べ
て
に
は
強
制
で
き
な
い
.
し
か
し
'
こ
う
し
て
自
然
に
口
を
つ
い
て

出
て
き
た
も
の
の
中
に
'
た
と
・
ズ
そ
の
表
甥
は
号
す
く
と
も
'
詩
と
い
-
も
の

が
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
を
発
見
し
て
や
る
こ
と
は
た
い
せ
つ
な
こ
と
で
あ
る
。

(
U
-
H
r
,
 
1
-
~
>
月
?
;
c
u
j

9

..1t

説
　
の
鑑
賞
指
導

-
　
「
青
年
」
　
(
森
鴎
外
)
の
学
習
を
指
導
し
て

滋
賀
県
立
八
日
市
高
校

-
ノ

1

ほ

じ

の

に

1

新
国
語
総
合
二
に
'
「
時
外
と
淑
石
」
と
い
-
学
兄
が
あ
る
。
こ
の
単
元
の

は
構
成
、
H
青
年
'
口
草
枕
、
日
用
外
と
滑
石
へ
相
野
謙
二
)
と
い
う
順
に
な

っ
て
い
・
"
i
c
*
'
・
'
-
卜
へ
　
こ
の
∴
,
 
'
円
に
∴
M
間
∴
小
人
∴
蝣
蝣
w
T
卜
'
-
-
蝣
蝣
蝣
.
-
 
*
¥
'
J
'
-
y
「
∵
A
J
 
I

tosho-seibi-repo
長方形



で
,
そ
の
指
持
記
録
を
こ
こ
に
耽
り
上
げ
て
み
る
こ
と
と
に
し
た
0

-
教
材
の
内
容
～

(
蚕
門
外
作
「
青
年
」
至
一
十
四
葦
の
う
ち
へ
第
七
葦
へ
第
八
葦
"
)
由
概

主
人
公
小
典
純
一
は
、
田
舎
の
中
学
を
準
え
'
し
ば
ら
く
独
学
の
後
へ
明
治

四
十
三
年
,
小
説
炎
を
志
望
し
て
上
京
し
て
来
た
滞
純
高
雅
な
昔
年
で
あ
る
。

純
一
は
,
、
あ
る
日
、
中
学
時
代
の
同
級
生
で
'
芸
術
学
校
に
通
(
て
い
る
泊

戸
に
訪
わ
れ
て
'
神
E
の
文
薫
的
弼
奈
で
平
田
肘
石
(
頁
日
滑
石
を
モ
デ
ル
と

す
る
)
の
イ
プ
セ
ン
詔
を
開
く
.
ま
じ
め
な
純
一
は
'
滑
石
の
謡
に
よ
っ
て
大

.
・
・
:
・
・
_
・
.
・
・
.
・
・
・
・
・
・
.
_
.
・
・
・
-
・
:

実
体
を
つ
き
と
め
る
た
聖
会
場
で
知
り
合
っ
た
医
科
大
学
生
の
大
村
荘
之
助

と
帰
。
l
l
熱
心
な
会
l
冒
つ
づ
け
'
昆
役
に
、
永
遠
に
請
求
す
る
生
き
方
を
考

え
出
す
。=

:
,
"
.
:
'
J
-
.
-
t
^
;
;
'
.
-
∴
.
-
_
.
,
(
蝣
こ
・
-
-

一
、
こ
の
教
材
に
'
忠
相
j
s

達
が
強
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
理
解
上
の
抵
抗
を
少

.
'
-
-
・
1
*
・
'
・
・
'
I
'

二
,
こ
の
孜
相
は
、
長
持
小
説
の
一
部
で
あ
る
か
ら
へ
で
き
る
だ
け
全
文
を
詰

蝣
蝣
蝣
-
(
蝣
三
卜
T
J
・
p
i
だ
蝣
'
-
'
,
'
巨

≡
,
こ
の
灘
材
に
へ
そ
の
川
代
性
を
&
;
+
&
し
て
ほ
理
㍍
で
き
な
い
の
で
へ
,
当
時

の
窒
育
箔
を
開
花
に
さ
せ
る
。
そ
の
た
妙
各
自
に
そ
の
学
習
を
課
す
〇

四
へ
d
'
r
h
的
崇
・
=
を
は
か
る
士
か
ら
'
グ
ル
ー
プ
を
編
成
L
t
発
表
の
機
会
を

つ
-
る
。

五
へ
こ
の
教
材
の
内
㌍
が
、
「
人
生
い
か
に
生
-
べ
き
か
」
と
い
う
生
徒
自
身

c
r
・
墨
、
熊
は
-
i
r
'
-
C
:
;
r
v
-
:
^
し
・
f
E
い
C
」
'
"
:
'
>
一
二
・
、

る
。

六
へ
内
容
が
か
な
り
難
解
で
あ
る
か
ら
、
作
品
を
伺
宜
的
に
大
き
く
分
析
し
て

持
.
-
ォ
.
i
-
,
霊
し
ー
f
j
と
-
・
蝣
/
¥
'
J
l
い
い
'
K
J
山
1
蝣
-
'
'
、
∴
H
I
L
-
÷
∵
I
j
や
・
'
,
よ
う

・
'
.
1
,
・
.
'
ォ
'
-

七
へ
小
^
v
:
-
;
:
^
V
ト
・
、
J
q
十
字
ふ
め
'
L
や
＼
・
＼
∴
>
J
-
t
-
T
'
ト
i
-
,
f
.

-
。

八
へ
指
導
の
順
序
を
'
次
の
よ
-
に
予
定
す
る
。

第
一
時
'
導
入
O
本
文
の
v
t
-
]
み
。
学
習
テ
ー
マ
の
設
定
O
グ
ル
ー
プ

&
m
*

`
第
二
時
'
各
グ
ル
ー
プ
の
担
当
テ
ー
マ
の
発
表
。
次
時
の
話
し
合
い

「
∵
-
>
,
r
?
'
/
'

.
-
.
<
>

第
三
時
、
図
書
泊
に
て
、
各
グ
ル
ー
プ
別
の
話
し
合
い
o

a
r
.
i
:
'
∴
早
い
r
r
-
y
」
∴
丁
。
‥
ト
,
蝣
I
j
l
;
-
i
-

き
'
問
題
点
へ
疑
問
点
を
究
明
。
研
究
開
閉
も
平
行
し
て

放
り
上
げ
る
。

?
v
t
普
∴
言
:
'
蝣
'
・
*
:
'
;
-
.
'
V
;
'
'
小
∵
∴
∴
盲
∴
い
、
、

第
六
時
へ
全
体
の
ま
と
め
o
「
青
年
」
を
学
習
し
て
の
感
想
文
0

-
指
前
折
返
の
記
録
1

一
八
^
蝣
-
"
j
i
'
i
-
J
.
二
^
v
L
Z
.
二
∵
)

岡
u
晶
I
ォ
=
月
2
日
)

一
、
1
寺
へ
「
告
T
-
-
'
_
-
J
-
∵
」
㌦
-
午
:
.
.
r
'
.
1
＼
叶
、
・

て
'
叶
∵
蝣
蝣
.
'
-
蝣
言
∴
∴
/
∴
隼
っ
r
J

T
I
H
.
い
r
'
r
'
J
r
K
-
'
-
.
v
J
r
L
1
,
:
人
工
∴
v
-
j
蝣
,
I
了
∵
1
:
・
t
J
い
・
J

「
舞
姫
」
「
-
た
か
た
の
記
」
「
阿
部
一
抹
」
そ
し
て
翻
訳
「
即
興
詩

・
、
」
・
;
'
v
i
'
_
-
蝣
蝣
'
-
~
∵
-
,
r
J
I
∵
∵
主
、
川
十
-
=
'
i
'
v
"
'
七
二
、
t
-
-

ハ
U

L
.



ス
」
は
あ
げ
ら
れ
た
か
っ
た
の
で
'
こ
れ
蝣
)
V
欝
き
抗
え
る
.
そ
し
て
こ
の

仕
草
+
　
「
　
　
　
い
　
　
　
(
-
蝣
蝣
^
:
:
)
　
∴
川
　
　
　
こ

め
に
言
い
拭
え
る
。

二
へ
　
「
青
年
」
を
今
ま
で
に
読
ん
で
い
る
岩
を
調
べ
る
。
ク
ラ
ス
で
わ
ず
か
二

名
の
み
.

三
へ
板
書
し
た
作
品
中
、
一
つ
^
-
i
誠
ん
で
い
な
い
岩
へ
一
つ
読
ん
、
た
宕
'
二
つ

叫
跳
ん
だ
者
二
　
十
L
,
3
什
'
_
;
-
j
'
蝣
.
㌔
.
T
　
と
そ
れ
{
＼
務
手
に
よ
っ
て
詑
告
の
仕

向
を
放
か
め
る
.

そ
の
阪
口
は
'

6

、

メ

ー

テ

ル

リ

ン

ク

へ

　

ヴ

エ

ル

パ

ー

レ

ン

に

つ

い

て

調

べ

る

。

i回国i

‥

-

蝣

)

L      .
~
1
′

一
つ
も
読
ん
で
い
な
い
者
'
な
し

介
訊
読
ん
で
い
る
ポ
'
な
し

蝣
蝣
r

i
I
,
-
蝣
∴
二
∴
い

持
7
j
=
多
-
～
;
.
H
ん
で
い
る
者
で
六
つ
位

四
へ
　
こ
の
「
青
年
」
は
.
.
ば
石
の
　
「
三
四
郎
」
　
と
同
じ
-
青
春
の
小
説
で
あ
る

.
・
j
t
 
n
u
n
∵
I
 
r
_
∴
.
・
∴
-
-
*
f
,
上
　
　
土
;
,
い
:
;
目
し
　
　
＼
、
　
-
∴

思
想
性
の
極
め
て
戦
い
-
f
S
'
の
で
あ
る
こ
と
を
簡
単
に
説
明
す
る
o

H
t
　
中
　
小
∵
・
/
.
 
"
・
"
い
　
∴
入
∴
・
。
れ
∵
:
蝣
/
,
蝣
指

六
'
託
み
の
校
、
二
へ
三
人
に
感
憩
を
程
-
.
「
ど
-
も
難
か
し
い
」
「
胡
容

が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
」
と
い
-
感
想
が
多
い
。

七
、
そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
　
(
男
女
混
合
で
八
名
)
を
六
つ
編
成
L
へ
　
そ
れ
声
＼

∴
'
　
　
　
　
　
-
V
-
.
'
-
.
'
十
・
;
蝣
>
蝣
蝣
'
・
'
'

-
'
「
青
年
」
の
原
作
を
試
み
、
そ
の
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
る
0

2
'
作
者
萩
冊
外
に
つ
い
て
調
べ
る
0
-

3
、
自
然
、
王
董
文
学
に
つ
い
て
調
べ
る
。

4
'
本
文
中
の
「
枇
間
的
自
己
l
土
田
班
別
的
自
己
」
と
の
ち
が
い
を
調
べ
る

5
;
イ
プ
セ
ン
に
つ
い
て
　
へ
る
。

一
'
各
グ
ル
ー
プ
と
も
、
六
分
間
㌫
臣
の
持
ち
時
勘
を
与
え
へ
代
f
聖
石
に
教
壇

・
‥
j
;
蝣
∴
上
し
。
　
　
　
こ
∴
　
　
∵
下
る
(
言
.
言
　
　
　
、
.
け
蝣
'
_
,
'
'
'
!
"
'
S
-
'
*

}
'
j
'
.
 
'
.
-
蝣
"
.
'
'
∴
㌔

i
.
L
∵
∴
「
∵
　
　
　
∴
　
'
蝣
f
t
'
J
L
ノ
ー
ー
J
-
^
∴
」
∴
'
　
　
∵
誉
h
t
ォ
ー
ー
C
'
:
-
 
-
v

事
項
を
メ
モ
す
る
。

I

l

l

'

れ

　

　

　

　

∵

'

-
'
西
洋
に
お
こ
っ
た
自
警
≡
誠
と
'
そ
の
形
3
に
よ
る
日
本
の
自
然
,
'
i
T
,
茄

と
の
関
係
,
お
よ
び
そ
の
相
異
真
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

;

・

・

.

・

・

・

:

.

・

・

・

.

　

　

　

　

.

・

・

.

・

・

・

.

.

・

.

・

・

　

:

・

:

所

,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

】

3
'
森
糊
外
の
文
学
的
態
挺
、
お
よ
び
白
<
」
;
'
王
菜
文
学
と
の
関
係
、

-

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

四
へ
担
当
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ら
の
応
答
に
当
た
っ
た
が
'
不
完
全
、
不
明
瞭

な
点
に
つ
い
て
は
へ
　
指
導
者
(
私
)
が
補
足
す
る
。

そ
の
k
t
 
f
言
∵
=
-
-
'
-
:
㌫
-
-
;
'
-
・
'
:
.
J
'
蝣
'
:
∴
・
　
　
苅
　
　
　
　
い
工
H
と
t
 
n
J

山
上
7
"
>
-
∴
:
*
蝣
"
'
-
f
r
い
立
　
　
　
上
　
,
し
-
>
l
'
＼
し
∴
八
八
、
L
上
　
卜
m

f
二
,
.
∵
∴
　
七
ン
!
蝣
'
'
い
'
<
蝣
>
-
.
'
,
蝣
'
「
・
言
　
　
」
　
　
　
し
二
'
t
,
J
t

偶
人
,
.
k
.
義
思
想
を
説
明
す
る
O

茄
へ
　
　
　
-
蝣
-
 
'
蝣
蝣
A
'
-
*
-
*
-
・
.
V

l
t
次
鴫
は
、
図
書
餌
に
て
グ
ル
ー
プ
別
の
話
し
合
い
を
行
-
こ
と
。

'

　

　

㌧

　

-

-

　

:

.

　

・

'



と
。
交
代
皿
に
し
て
も
よ
い
こ
と
。

3
'
な
お
、
次
時
の
話
し
合
い
の
テ
ー
マ
を
与
え
て
お
く
。

S
-
t
t
i
人
公
小
泉
純
一
に
つ
い
て
の
感
棚
仙
、
(
五
分
間
)

B
p
j
西
群
の
新
人
と
日
本
の
新
人
と
の
相
異
に
つ
い
て
'
(
十
五
分
間
)

の
主
人
公
小
泉
純
一
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
(
二
十
分
間
)

E
疑
問
点
を
出
し
合
い
'
そ
れ
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
へ
　
(
十
分
間
)

今
、
右
の
帥
I
j
I
の
E
f
l
T
l
マ
を
見
る
と
'
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

r
.
t
 
c
r
.
蝣
蝣
'
蝣
;
-
し
合
い
v
'
-
:
V
-
^
「
"
・
V
・
　
'
'
:
1
1
f
!
"
v
い
.
「
＼
C
で
t
 
T
T
L

と
は
t
S
.
禎
す
る
こ
と
に
な
る
O

∴
∴
　
∴
.
i
上
蝣
)
'
-
L
 
j
r
'
^
r
'
[
　
南
F
A
1
-
r
-
^
'
は

っ
き
り
切
り
訳
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

し
か
し
'
敢
え
て
こ
-
い
う
順
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
の
は
'
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。

具
,
音
、
　
∴
1
7
.
∴
=
い
C
端
入
1
1
-
1
-
メ
,
'
'
C
 
I
'
よ
r
て
'
甲
蝣
"
"
蝣
5
*
^
,
J
^

に
,
6
め
ら
れ
る
の
を
期
待
す
る
。

h
t
　
　
三
[
.
∴
(
:
.
上
皇
U
l
」
.
、
"
<
"
1
-
蝣
'
i
.
"
L
L
は
一
.
'
蝣
-
'
)
別
J
'
t
j
話
し
人
目
わ

せ
る
っ
そ
し
て
、
叫
の
話
し
合
い
が
t
 
M
を
決
の
る
た
め
の
準
尻
段

棺
と
な
る
よ
-
に
す
る
。

一回回l

日
)
　
　
E
^
'
^
i
て
'

一
'
令
グ
ル
ー
プ
に
記
録
用
の
同
紙
を
配
る
。

二
,
司
会
者
は
手
際
よ
く
話
し
合
い
を
進
め
'
そ
の
記
録
は
放
課
後
ま
で
に
提

出
す
る
よ
う
告
げ
る
o

m

t

　

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

1

.

T

 

t

　

・

.

:

r

>

-

　

　

ハ

r

'

i

!

:

-

L

八

を
与
え
る
.

四
、
各
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
っ
た
記
録
の
う
ち
'
主
な
も
の
を
次
に
掲
げ
を
.

帥
主
人
公
小
景
純
一
に
つ
い
て
の
感
郁
心
へ

1
、
物
事
の
税
窮
へ
E
心
i
l
l
が
淡
い
、

2
'
青
年
ら
し
い
純
粋
さ
、
理
憩
が
あ
る
。

'

.

-

:

f

-

 

'

-

"

蝣

-

、

U

:

?

^

r

4
、
感
受
性
に
富
ん
で
い
る
0

5
へ
ル
!
少
、
-
(
　
隼
い
r
'
.
-
t
蝣
-
蝣
'
'
∵

6
'
と
て
も
熱
心
な
性
棺
で
あ
る
。

7
'
駅
恥
.
:
'
隠
力
へ
教
誰
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。

8
、
頼
も
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

㈱
再
拝
の
新
人
と
日
本
の
新
人
と
の
相
異
へ

(
西
洋
の
新
人
に
つ
い
て
)

-
'
気
息
が
通
っ
て
い
る
0

2
、
積
極
的
で
あ
る
O

3
、
放
出
な
態
虻
が
あ
る
0

4
、
新
し
い
聖
和
心
が
あ
る
o

L
L
?
'
教
養
が
高
い
0

6
へ
　
ま
と
ま
っ
た
人
生
奴
が
あ
る
.

C
'
-
7
-
言
∵
・
、
i
:
r
い
て
)

l
t
西
拝
の
ま
ね
ご
と
で
あ
る
0

2
へ
間
柄
的
で
あ
る
O

'
.
V
-
-
＼
引
き
か
*
7
J
-
'
,
-
-
∴
　
ト
十

4
、
宗
教
'
習
情
を
打
的
す
る
だ
け
で
叩
棚
第
な
い
o

1
*

I
.
"



5
、
教
養
が
拭
く
'
思
想
内
容
が
小
さ
い
O

・
I
t
i
.
'
.
-
.
1
ト
I
'
/
.
-
i
'
-
-
'
-
-
.
-
i
^
j
'
-
い
J
J

の
、
;
j
t
大
公
小
斑
純
一
の
錐
き
方
に
つ
い
て
へ

-
'
日
岩
の
新
人
に
見
ら
れ
る
琴
E
的
な
涜
さ
を
改
め
よ
う
と
し
て
い

る
。

2
'
物
音
に
動
揺
し
、
痘
動
し
な
が
ら
も
S
5
-
考
え
へ
分
析
し
'
吸
収
し

て
成
ト
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
0

3
へ
樟
喜
を
も
っ
て
へ
純
粋
に
訂
意
も
る
隼
ぎ
方
を
し
よ
-
と
し
て
い

る
。

4
、
出
仕
机
的
自
己
を
持
と
-
と
し
て
い
る
。

空
輸
漸
層
E
H
S
i
T
C
J

p
T
r
M
使
娼
B
f
f
i
頃
虜
醇
w
a

G
、
自
律
的
に
む
き
よ
う
と
し
て
い
る
0

7
、
立
抗
な
小
説
抗
に
な
ろ
-
と
し
て
い
る
0

8
'
人
件
揖
孤
立
し
ょ
-
と
し
て
い
る
。

臼
本
文
中
の
疑
問
点

-
'
∵
し
∵
山
∴
白
山
∵
∴
!
L
い
・
r
"
,
-
-
:
4
i
"

2
'
雪
嶺
の
巧
説
の
よ
う
に
、
訴
弁
の
能
弁
だ
と
い
-
で
も
な
い
。

揖
の
机
説
を
速
記
で
i
r
.
i
i
ん
だ
と
間
じ
よ
-
で
あ
る
。

3
'
な
ん
で
も
日
本
へ
持
っ
て
く
る
と
小
さ
く
な
る
。

4
'
涙
雛
に
安
在
す
る
。

(

-

蝣

-

・

:

-

!

'

-

)

抗
い
言
-
　
い
　
　
品
二
:
I
,
,
L
∴
　
ふ
'
・
'
j
-
i
i
-
:
*
_
i
即
十
-
＼
'
'
-
i
-
r

∴
r
:
-
 
-
>
 
'
い
ェ
.
㌣
r
l
・
,
^
蝣
f
l
"

一
t
、
　
言
;
J
¥
'
.
 
'
蝣
r
,
い
J
L
(
.
「
主
　
　
　
蝣
'
_
.
 
-
-
T
-
f
v
'
-
-
 
'
な
-
-
'
蝣
_
v
-
早

げ
'
各
グ
ル
ー
プ
に
そ
の
説
明
蝣
&
さ
せ
へ
ま
た
考
え
さ
せ
る
O
例
え
ば
t

O
「
多
少
へ
動
抗
性
が
あ
る
」
に
つ
い
て
は
へ

山
へ
:
蝣
!
I
-
-
~
,
・
-
 
-
.
.
 
-
:
-
 
'
-
>
蝣
蝣
:
'
.
∴
∴
L
J
・
h
∴
〓
」
・
-
-
s
'
.
'
.
'
-
f
.
-

1
:
!
-
.
-
1
・
-
I
.
し
、
サ
,
-
.
.
蝣
蝣
,
'
:
*
∴
十
　
し
=
∴
∵
J
,
'
言
∴
∴

ぼ
'
も
し
、
君
迂
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
に
動
揺
し
た
だ
ろ
う
か
。

糾
へ
　
こ
の
鋤
抗
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
-
.

こ
-
い
-
問
題
を
正
し
て
'
生
徒
達
に
、
こ
の
動
揺
は
単
な
る
不
安
定
へ

∵
　
こ
.
蝣
-
,
'
-
i
蝣
-
ち
-
i
-
-
-
^
蝣
r
,
.
¥
二
.
・
[
」
打
い
-
・
J
い
-
L
。
:
山
人
>
'
A
'
:
'
J
-
,
J
-
,
'
-
'
-
-
＼
t
 
I
A
f
J

っ
と
S
5
い
生
き
方
と
い
う
も
の
に
関
係
の
あ
る
こ
と
を
わ
か
ら
せ
る
。
ま
た
I

O
「
脱
靴
へ
能
力
'
教
茄
に
す
ぐ
れ
て
い
る
」
に
つ
い
て
は
へ

の
'
こ
れ
は
、
本
文
中
に
お
い
て
友
人
大
村
の
こ
と
ば
に
な
っ
て
い
る

が
ヘ
ビ
-
し
て
、
大
村
に
そ
-
思
わ
せ
た
の
だ
ろ
-
0

i
l
t
 
r
,
'
-
'
'
J
r
^
-
'
J
-
こ
C
i
i
'
i
∴
〔
い
V
i
i
-
'
C
ユ
ー
二
い
1
'
J
T
-
f
j
-

な
ど
と
、
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
へ
大
村
と
の
ム
至
誠
に
描

一
　
∴
'
　
　
　
∵
い
∵
'
蝣
-
蝣
-
-
'
-
-
蝣
・
・
*
-
:
.
 
'
蝣
蝣
蝣
'
'
∵
こ
∵
T
I
∵
L
J
∴
∴
蝣
"
'
-
 
'
-
:
'
'
'
'
蝣
'

牛
　
　
∴
(
'
-
I
-
'
,
'
>
一
∴
-
'
^
y
㌫
t
*
'
'
*
>
'
-
'
*
'
蝣
'
'
'
∵
1
,
;
知
る
。

そ
-
し
て
'
こ
れ
ら
の
問
問
は
後
に
主
人
公
の
学
ざ
方
に
関
す
る
段
で
取

り
上
げ
る
こ
と
に
し
、
そ
れ
ま
で
各
自
頭
の
中
に
留
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

-
r
^
-
'
"
蝣
"
ト
「
,
;
:
:
-
蝣
j
蝣
v
蝣
i
'
¥
)
蝣
:
'
-
]
~
~
¥
/
.
-
,
二
二
.
主
　
　
　
人
的
　
三
m

と
す
る
。

二
へ
す
で
に
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
の
、
西
洋
の
計
人
と
日
光
の
新
人
と
の
相
異

誉㌧-.i-.'.̂
ui-'∴"。

○
ま
ず
へ
新
人
と
は
ど
ん
な
人
を
い
う
か
0

日
へ
　
∵
-
∴
J
'
.
・
"
"
v
、
　
　
　
∵
＼
中
上
:
i
;
∴
　
　
÷
　
　
号

i
n



一

ヽ

ノ

っ

T

ノ

1

i
i
t
告
六
し
」
_
.
I
_
'
i
'
i
'
r
.
T
し
い
人
。
新
し
い
人
と
は
現
代
人
.
笥
代
人
し
」
は
求
め

る
人
　
　
め
る
六
L
J
は
ソ
・
と
い
っ
た
4
4
=
に
つ
き
と
め
て
'
新
人
の

即答心かl招;!;'-;t*j'[.],つO
"

・

・

・

　

　

　

　

一

的
に
誰
々
か
　
出
-
O

西
洋
の
訂
人
と
し
て
'
イ
プ
セ
ン
へ
ゾ
ラ
へ
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
'
ヴ
ユ

、
日
.
;
、
.
∴
4
J
j
'
,
 
"
中
　
小
∴
・
=
柑
'
-
/
^
i
V
-
^
∴
∵

日
本
の
新
人
は
'
讐
一
時
に
行
っ
た
ゲ
ル
・
・
ブ
発
表
を
思
い
出
し
て
、

本
文
中
に
は
出
て
こ
な
い
日
木
の
目
K
-
'
l
r
.
魂
文
学
翼
寝
相
、
花
袋
、
秋

∴
'
-
_
蝣
t
-
 
~
,
.
　
主
÷
　
　
　
　
　
　
、
、

C
そ
こ
で
,
河
津
の
新
人
イ
プ
セ
ン
か
ら
班
解
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

3
,
イ
プ
セ
ン
蝣
¥
J
触
れ
た
部
分
空
H
璽
盲
'
仲
間
的
自
己
と
山
世
間
的

自
己
と
い
う
イ
プ
セ
ン
の
偶
人
、
≡
弱
の
両
頭
を
説
明
す
る
O
こ
の
-

枇
間
的
自
己
と
い
う
こ
と
ば
は
'
純
一
に
と
っ
て
'
「
人
蛙
い
か
に

生
く
べ
蝣
t
o
J
亡
　
と
い
う
雷
光
的
な
撃
　
で
あ
っ
た
こ
と
も
つ
け
加

∴
、
　
　
∵
　
∵
-
了
　
-
・
-
'
-
,
"
/
L

i
i
,
次
に
へ
イ
プ
セ
ン
'
ゾ
ラ
の
両
者
に
つ
い
て
触
れ
て
あ
る
部
分
を
青

・

・

・

　

　

　

.

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

'

.

1

こ
と
を
'
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
O
わ
れ
7
-
の
生
活
に
お
い
て

も
'
粧
戒
や
本
梢
的
欲
S
H
.
に
掬
　
さ
れ
る
他
律
的
な
弱
い
態
虻
の
多

い
例
-
V
&
i
‥
て
'
反
仰
望
J
J
せ
'
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
の
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
を
説
く
O

,
d
、
r
.
;
ら
に
'
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
'
ヴ
エ
ル
ハ
-
・
レ
ン
へ
　
ロ
ダ
ン
に
つ
い

∴
r
x
.
'
蝣
∵
　
　
　
∴
'
二
　
　
　
-
「
　
∴
一
　
つ
　
'

棋
聖
!
.
れ
た
こ
れ
L
つ
西
作
の
対
人
の
持
つ
横
座
r
J
と
い
う
も
の
に
つ

・
J
・
　
7
∴
　
　
丁
　
　
-
-
　
　
、
x
蝣
蝣
!
-
 
'
蝣
;
<
-
;
.

〇
日
中
小
の
午
へ
蝣
X
-
-
理
研
す
る
た
め
'
本
文
中
へ
大
石
し
」
い
う
人
的
C
i
'
K
-
I

鳥
㌧
‡
デ
ル
と
す
る
)
L
i
触
れ
て
あ
る
部
分
を
音
読
r
J
せ
る
。
こ
の
部
分

.

　

　

.

・

・

・

　

t

・

・

　

・

:

　

'

・

　

:

　

'

.

'

.

I

の
で
,
青
年
純
一
が
(
膏
外
の
作
貴
的
分
身
と
も
言
え
る
純
一
が
)
当
時

の
白
S
;
'
V
ニ
至
芸
H
鳥
と
'
こ
の
流
れ
に
聖
-
ろ
出
石
の
個
人
主
美
と
を
ど

う
見
つ
　
　
ど
う
併
し
.
L
i
か
穀
へ
　
叩
曇
は
-
斑
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
純
一
は
'

c

y

H

'

・

・

(

蝣

・

-

'

・

)

∵

〕

C
"
:
'
'
-
^
-
蝣
蝣
一
,
 
・
い
し
㌫
　
　
'

似
彼
が
何
物
を
か
右
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

I

,

　

　

-

.

蝣

　

　

　

.

　

蝣

　

　

　

:

l
t
糾
自
分
も
い
ま
一
草
に
-
し
た
ら
、
彼
の
よ
-
に
な
れ
る
と
思
っ
た
。

(
日
石
に
対
し
て
は
U

1

J

_

¥
*

『
-iV

八
m
レ

ほ
何
物
を
か
看
し
て
い
る
と
思
っ
た
。

そ
の
何
物
か
が
坪
繭
で
き
な
い
の
で
'
気
に
な
っ
-
蝣
。

h
H
分
が
望
捕
し
た
の
は
へ
こ
の
何
物
か
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も

の
だ
と
思
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
両
軍
で
比
蛇
し
た
堕
滑
石
望
㌍
)
て
い
る
「
何
物
」
の
冥

埜
〆
癖
明
す
る
た
め
に
大
村
と
の
余
話
が
'
こ
れ
ほ
ど
撃
心
に
交
わ
さ
れ

∴
∵
∵
　
・
.
:
-
j
蝣
/
'
*
-
 
'
r
L
　
　
∴
.
∴
川
2
-
-
'
.
,
-
言
品
~
J
.
1
　
5

・

・

.

.

.

.

　

.

・

　

　

　

　

　

　

'

・

　

.

 

・

　

.

・

・

.

・

/

・

・

・
∴
.
-
¥
-
∵
、
J
J
・
∴
J
1
-
'
-
{
'
.
 
-
-
-
-
.
 
-
∵
=
∵
↑
　
　
当
　
　
　
-
・
p
J
い

人
な
ん
で
し
よ
-
か
。
」
　
(
純
一
)



「
;
I
「
い
∵
、
　
　
「
輿
　
、
-
'
'
-
-
 
'
>
<
-
V
.
∵
J
l
・
㌻
.
う
'
-
>
i
㍗
、
L
J
い

し
∴
人
言
　
　
　
∵
　
」
　
(
-
蝣
'
^
)

そ
こ
で
へ「

い
∵
　
　
∴
'
『
ト
工
　
i
∵
　
　
　
　
に
∴
・
L
:
わ
-
r
-
r
-
1
蝣
'
い

や
前
ぎ
め
蝣
K
-
砧
坊
し
て
い
-
人
。
-
-
大
石
の
ど
と
き
人
O

い
∵
,
・
、
-
∴
ト
へ
　
「
㌫
　
　
　
　
　
∵
、
。
(
い
,
八
二
_
∵
二
一
J
蝣
'
蝣
蝣
>
,
'
-
"
.
'

∴
　
　
　
　
　
　
、
　
　
蝣
^
i
-
T
v
.
　
L
J
'
r
J
八
。

こ
の
よ
-
に
亨
。
崇
八
色
へ
さ
ら
に
鱈
の
相
異
*
J
.
-
巧
へ
t
.
m
木
の
新

人
L
L
に
前
者
の
V
j
と
き
傾
向
・
j
V
持
つ
'
す
な
わ
ち
知
性
に
置
づ
け
ら
れ
た

信
大
,
 
I
F
.
蓑
J
.
γ
l
持
ち
合
わ
f
r
 
l
な
い
こ
し
J
t
わ
が
国
の
日
照
、
m
i
S
者
が
'
こ
れ

∴
　
∴
'
.
-
.
'
i
J
蝣
蝣
∴
∵
・
』
弼

(
6
月
川
日
)

音
大
公
小
媒
統
一
は
ど
の
よ
う
に
牢
ノ
よ
-
と
し
て
い
る
か
と
い
-
問
瓢
に

入
る
。そ

こ
で
'
今
一
に
本
文
今
林
を
打
み
て
'
次
の
諸
点
を
畔
理
把
捉
す
る
こ
と

に
す
る
0

-
、
滑
石
の
イ
プ
セ
ン
I
 
t
L
つ
い
て
の
話
に
よ
っ
て
即
托
し
た
こ
と
。

2
'
ィ
.
フ
セ
ン
‥
豆
㍍
し
い
人
で
あ
る
こ
と
.

3
'
大
石
と
注
山
っ
て
榊
日
石
に
は
何
物
か
が
あ
る
こ
と
0

4
へ
大
村
,
)
の
誉
心
な
~
¥
m
V
:
5
1
で
」
出
し
て
、
こ
の
何
物
か
止
で
究
明
し
ょ
う
と
し

た
こ
^
J
-

m
闇
旧
S
H
f
t
^
l
噸
S
3
!
担
唱
奉
別
m
柑
i
s
a
s
朋
闇
H
^
S
"
M
l
鎚
冠
盟
嗣

」
　
　
　
∴
-
'
^
-
-
J
∴
∵
」
-
;
J

・
J
t
岡
持
の
新
人
に
は
類
虎
さ
が
あ
り
へ
引
き
買
せ
ら
れ
る
主
i
n
っ
て
い
ら

V
E
M

純
一
を
中
心
に
'
こ
-
い
う
ト
霊
V
-
K
て
い
-
こ
と
に
よ
っ
て
、
舛
従
辻
に

は
次
の
謡
点
を
.
班
解
さ
せ
る
。

-
、
純
L
の
あ
の
動
揺
に
、
私
に
と
っ
て
ど
う
し
て
J
な
-
て
ほ
な
ら
ぬ
も

の
で
あ
っ
た
0

2
へ
こ
の
動
揺
は
'
必
照
的
に
大
村
と
の
熱
心
な
余
話
を
引
き
起
し
た
0

3
へ
こ
♪
余
話
に
は
'
訂
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て
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な
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.
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西
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